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【本研究成果のポイント】 
・基板（例えばガラス板）を布や紙でブラッシングし、電気を流すプラスチック分子（導電

性高分子）の溶液を滴下・乾燥すると、導電性高分子が並んだ膜（配向膜）が完成（図１）。 

・極薄（厚さ 30 nm）の配向膜は



【今後の展開】 

本研究では、主に有機太陽電池と有機 EL でよく用いられる導電性高分子である P3HT と

MEH-PPV（※９）で実験を行いました。それ以外の分子や複数の基板でも行ったところ、

それぞれについて配向膜が得られました。今後は、更に多くの導電性高分子や基板で、配向

膜の作製と構造解析の研究を、発展させる予定です。 
  
本成果は、国際科学誌 Nature の姉妹誌である「Scientific Reports」に、2017 年 7 月

11 日（火）午前 10 時（英国夏時間）に公開されます。オープンアクセスのため、論文は

ご自由にご覧になれます。 
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【参考図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3  導 電 性 高 分 子

（MEH-PPV）の配向膜の

EL。電気を流すことで，赤

く発光している（偏光もし

ている）。 
図 2 ソフト摩擦転写法で作製した厚さ 30-40 

nm の導電性高分子（P3HT）の配向膜を基板よ

りはがす方法。(a)基板上の導電性高分子の配向

膜，(b)(a)を温度 60 ℃の水に浸す。（c）はがれ

た配向膜，(d)他の基板に移した配向膜。 

図 1 基板を綿の布でブラッ

シング，導電性高分子の溶液

を滴下・乾燥，厚さ 30 nm

の 導 電 性 分 子 の 配 向 膜 が 完

成。この手法は，柔らかい布

で 常 温 で の 摩 擦 転 写 法 に 相

当する。従って，本研究にお

いて，ソフト摩擦転写法と命

名された（従来の摩擦転写法

は ， 硬 い テ フ ロ ン の 棒 を

120-200 ℃ ほ ど に 加 熱 し

た基板に擦りつける）。 



【用語解説】 

（※１）SPring-8： 兵庫県の播磨科学公園都市にある世界最高性能の放射光を生み出す理

化学研究所の施設で、高輝度光科学研究センターが運転と利用者支援等を行っている。

SPring-8 の名前は Super Photon ring-8 GeV（ギガ電子ボルト）に由来。電子

を光とほぼ等しい速度まで加速し、電磁石によって進行方向を曲げた時に発生する、

細く強力な電磁波(放射光)を用いて幅広い研究が行われている。 

（※２）スピンコート： 高速で回転している基板上に溶液を滴下し薄膜を作る手法。滴下さ

れた溶液は遠心力で拡がって薄くなり、それが乾燥すると薄膜が生成する。 

（※３）一軸配向： 一方向への配向。 

（※４）ロール・ツー・ロール法： 電子デバイスを高効率で量産する手法。例えば、ロール

状に巻いたプラスチック基板に導電性高分子の回路を印刷し、ロール状に巻き取る

ことで、デバイス作製の工程とコストを大きく省き、大きなコストダウンをはかる。 

（※５）EL： エレクトロルミネッセンスの略（有機 EL はエレクトロルミネッセンスであ

る）。発光体に電界をかけ発光する現象。具体的には、電子と正孔を電界注入し、そ

れらが再結合することにより、エネルギーギャップに相当する発光を与える。 

（※６）偏光： 光は振動している電場と磁場から構成される。この電場と磁場の成分が一方

向に振動している光を指す。偏光は、液晶ディスプレーや３D の立体映像でも利用

されている。 

（※７）テンプレート効果： 物質が型として働き、その型の上に存在する物質の構造・性質

に影響を及ぼすこと。 

（※８）摩擦転写法： 配向膜作製法の名称。高温（120-200 ℃）に加熱した基板にテフ

ロン棒を擦りつけ、その上に溶液を滴下して配向膜を作製する。 

（ ※ ９ ）P3HT と MEH-PPV： 前 者 は Poly(3-hexylthiophene-2, 5-diyl)、 後 者 は

Poly[2-methoxy-5-(2-ethylhexyloxy)-1, 4-phenylenevinylene]の略。 
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